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滋賀県で大切にすべき野生生物の状況をまとめた「滋賀県レッドデータブック」は、多く

の種が絶滅の危機にさらされていることを物語っています。保護区の指定や、特に希少な

動植物の捕獲等の禁止などを通し、希少な野生動植物の保護を図っています。

３．指定希少野生動植物種の指定と保護増殖事業

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（種の保存法）に基づき

絶滅のおそれがある種として国が指定する「国内希少野生動植物種」以外の種で、県

内の生息状況等を踏まえて特に保護を図る必要がある希少な種を「ふるさと滋賀の野

生動植物との共生に関する条例」に基づき指定希少野生動植物種に指定しています。

指定希少野生動植物種は、生きた個体の捕獲等を県内全域で禁止することで保護

を図っており、現在、計35種を指定しています。また、民間等の取組により指定希少

野生動植物種の繁殖の促進や生息地保全を行う保護増殖事業が進められており、現

在、ハリヨおよびイチモンジタナゴの2種について、適切・確実に行われている事業の

認定を行っています。
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自然環境保全課

１．滋賀県レッドデータブック

滋賀県では、県内に生息・生育する野生動植物が直面する状況を把握するため、

1997（平成9）年から継続して「生きもの総合調査」に取り組んでおり、その結果をお

おむね5年ごとに「滋賀県で大切にすべき野生生物－滋賀県レッドデータブック－」と

してとりまとめ、公表しています。

2020年版の滋賀県レッドデータブックでは、計1515種を選定しています。

２．生息地・生育地保護区の指定

希少な野生動植物の生息・生育地として保護することが重要であると認められる場

所は「ふるさと滋賀の野生動植物との共生に関する条例」に基づき「生息・生育地保護

区」に指定しています。

生息・生育環境の変化につながるおそれのある行為を届け出てもらうなどにより希少

野生動植物種の保護を図っており、2021（令和3）年現在、県内12箇所の保護区を指

定しています。

表7-4-1 滋賀県レッドデータブック2020年版の掲載種数

カテゴリー カテゴリーの概要（掲載種例） 掲載種数

191種

173種

502種

315種

200種

117種

絶滅危惧種

絶滅危機増大種

県内において絶滅の危機に瀕している種（イヌワシ、イブキコゴメグサ、ハリヨ等）

県内において絶滅の危機が増大している種（オオワシ、ヨツボシカミキリ等）

分布上重要種 県内において分布上重要な種（オオセンチコガネ、ザゼンソウ等）

その他重要種 全国および近隣府県の状況から県内において注意が必要な種（バイカモ等）

17種絶滅種 県内において野生で絶滅したと判断される種（コバンムシ、スジゲンゴロウ等）

希少種

要注目種

県内において存続基盤が脆弱な種（カイツブリ、ゴイサギ、コハクチョウ、ニ

ホンイシガメ、ビワコオオナマズ等）

県内において評価するだけの情報が不足しているため注目することが
必要な種（アカハライモリ、コサギ、トノサマガエル、ニホンマムシ、モリア
オガエル等）

表7-4-２ 生息地・生育地保護区とその保護対象種

保護区名 保護対象種

1

2

地蔵川ハリヨ生息地保護区

山門湿原ミツガシワ等生育地保護区

4 布施溜・新溜水生植物生育地保護区

５ 瀧樹神社ユキワリイチゲ植物生育地保護区

8 醒井養鱒場サルオガセ類生育地保護区

９ 佐波江浜湖岸動植物生息・生育地保護区

10

11

新海浜ハマゴウ・ハマエンドウ群落生育地保護区

和邇今宿ハマエンドウ生育地保護区

12 近江舞子ハマエンドウ生育地保護区

6 佐目風穴コウモリ類および石灰岩性植物生息・生

育地保護区

テングコウモリ、キクガシラコウモリ、モモジロコ

ウモリ等11種

7 甲津畑町セツブンソウ生育地保護区

3 油日サギスゲ等生息・生育地保護区

ハリヨ

ミツガシワ、サギソウ、トキソウ等11種

サギスゲ、ナゴヤダルマガエル等14種

ガガブタ、カイツブリ等７種

ユキワリイチゲ

セツブンソウ

アオサルオガセ等８種

ハマゴウ、タチスズシロソウ

ハマゴウ、ハマエンドウ

ハマエンドウ

ハマエンドウ

写真7-4-1 民間等の取組により保護増殖事業が進められている指定希少野生動植物種

（左：ハリヨ、右：イチモンジタナゴ）（琵琶湖博物館）
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